
③
使
用
者
に
よ
る
も
の

障
害
者
を
雇
っ
て
働
か
せ
て
い

る
事
業
主
な
ど
に
よ
る
虐
待

■
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
速
や
か
に

通
報
を

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
障
害
者
が
虐

待
と
認
識
で
き
ず
、
自
分
か
ら
被

害
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
防
ぐ
に

は
、
住
民
一
人
一
人
が
小
さ
な
兆

候
を
見
逃
さ
ず
、
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
虐
待
に
気
づ
い
た
人
は
、
す
ぐ

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●

通
報
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内 

市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉓
２
１
５
６
・

　
㉒
７
６
５
０
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fu
ku

sh
i@

city.im
a
ri.lg.jp

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

FAX

■
法
の
目
的

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進

す
る
た
め
の
法
律
で
す
。
す
べ
て
の

人
が
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
法
の
概
要

　
法
は
、
国
の
行
政
機
関
や
民
間

事
業
者
に
よ
る
『
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
』
を
禁
止
し
、
差
別
を
解

消
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
政
府
全
体
の
基
本
方
針
を
作
成

す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

● 

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
５
６
）

不当な差別的取り
扱い

障害者への合理的配
慮の提供

国の行政機
関・地方公
共団体など

不当な差別的取り扱
いが禁止されます

障害者に対し、合理
的配慮を行わなけれ
ばなりません

民間事業者
（個人事業者、

NPO などの
団体を含む）

不当な差別的取り扱
いが禁止されます

障害者に対し、合理
的配慮を行うよう努
めなければなりません

　
佐
賀
県
で
は
、
県
民
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え

合
う
共
生
社
会
を
め
ざ
し
、
国
が
定
め
る
『
障
害
者
週
間
』（
12
月
３

日
～
９
日
）
を
含
む
１
か
月
間
を
『
障
害
者
月
間
』
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る『
障
害
者
差
別
解
消
法
』

の
概
要
や
、
近
年
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
障
害
者
へ
の
虐
待
に
つ

い
て
、
そ
の
種
類
と
対
応
を
紹
介
し
ま
す
。

市内には、障害者手帳を持って
いる人が何人いるのでしょうか

『障害』には、さまざまな種類があり

ます。障害者手帳には、身体障害者

手帳、療育手帳、精神障害者保健福

祉手帳の３種類があります。なかで

も身体障害者手帳を持っている人に

は、視覚・聴覚障害や肢体不自由の

ほか、心臓や腎臓といった内部機能

障害など、外見ではわからない障害

も多くあります。

市内では、延べ 4,061 人が障害者手

帳を持っています。

 ・身　体　3,155 人

 ・療　育　   617 人

 ・精　神　   289 人

（平成 27 年３月末現在）

障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

障
害
者
へ
の
差
別
や
虐
待
を
無
く
し 

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
を

佐
賀
県
障
害
者
月
間
　
11
月
21
日
〜
12
月
20
日

◆
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
と
は

　
障
害
を
理
由
と
し
て
正
当
な
理
由

な
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た

り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
つ
け
た

り
す
る
よ
う
な
行
為
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か

の
配
慮
を
求
め
る
意
思
表
明
が
あ
っ

た
場
合
は
、
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い

範
囲
で
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く

た
め
に
必
要
で
合
理
的
な
配
慮
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
で
障
害
の

あ
る
人
の
権
利
・
利
益
が
侵
害
さ
れ

る
場
合
も
、
差
別
に
当
た
り
ま
す
。

◆
合
理
的
な
配
慮
が
必
要
な
『
社

会
的
障
壁
』
と
は

　
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、
日

常
生
活
や
社
会
生
活
を
送
る
う
え

で
障
壁
と
な
る
次
の
よ
う
な
も
の

を
さ
し
ま
す
。

▽
社
会
に
お
け
る
事
物
（
通
行
・
利

用
し
に
く
い
施
設
、
設
備
な
ど
）

▽
制
度
（
利
用
し
に
く
い
制
度
な
ど
）

▽
慣
行
（
障
害
の
あ
る
人
の
存
在
を

意
識
し
て
い
な
い
慣
習
、文
化
な
ど
）

▽
観
念
（
障
害
の
あ
る
人
へ
の
偏

見
な
ど
）

◆
『
合
理
的
配
慮
』
の
具
体
例

▽
車
い
す
の
人
が
乗
り
物
に
乗
る

と
き
に
手
助
け
を
す
る
こ
と

▽
窓
口
で
、
障
害
の
あ
る
人
の
障

害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
（
筆
談
、
読
み

上
げ
な
ど
）
で
対
応
す
る
こ
と

■
障
害
者
虐
待
防
止
法
と
は

　
こ
の
法
律
は
、
虐
待
に
よ
っ
て

障
害
者
の
権
利
や
尊
厳
が
脅
か
さ

れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
平
成

24
年
10
月
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
障
害
者
へ
の
虐
待
の
種
類

①
養
護
者
に
よ
る
も
の

障
害
者
の
生
活
の
世
話
や
金
銭

の
管
理
な
ど
を
し
て
い
る
家

族
・
親
族
な
ど
、
同
居
す
る
人

に
よ
る
虐
待

②
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど

に
よ
る
も
の

障
害
者
福
祉
施
設
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
で
働
い
て

い
る
職
員
に
よ
る
虐
待

障
害
者
差
別
の
解
消
に
向
け
て

■
法
の
ポ
イ
ン
ト

　『
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
』
と

『
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
』
が
禁
止

さ
れ
ま
す
（
次
の
表
の
と
お
り
）。

障
害
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す

障
害
者
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う
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11 月は、『子ども・若者育成支援強調

月間』です。家庭や学校、企業、地域

など社会全体が協力し、国民運動とし

て次の重点事項に取り組みましょう。

【平成 27 年度の重点事項】

▷子ども・若者の社会的自立支援の促進

▷生活習慣の見直しと家庭への支援

▷児童虐待の予防と対応

▷子ども・若者を犯罪や有害環境など

から守るための取り組みの推進

※市は、有害環境の点検や、商業施設

などの巡回パトロールを強化します。

● 問合先　青少年センター

（　 ☎㉓２６５８）

子ども・若者育成支援強調月間

↑コンテナを積載して伊万里港の岸壁に接岸した就航船『たかとり』

◆
一
定
の
障
害
と
は

　
主
に
次
に
該
当
す
る
障
害
の
こ
と
で
す
。

◆
加
入
・
脱
退
の
方
法
は

65
歳
に
到
達
し
た
国
保
被
保
険
者
で
該
当
す
る
人
に
は
、
郵
便
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、
申
請
し
て

広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
医
療
費
の
負
担
割
合
な
ど
が
少

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
75
歳
に
な
る
前
ま
で
は
、
届
け
出
に
よ
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
か
ら
脱
退
で
き
ま
す
。

種
　
別

障
害
の
程
度
　
　
　
　
　
　

身
体
障
害
者
手
帳

１
級
、
２
級
、
３
級
の
人

４
級
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の
障
害
が
あ
る
人

▽
音
声
・
言
語
機
能
の
著
し
い
障
害

▽
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
障
害

▽
１
下
肢
を
下
腿
の
２
分
の
１
以
上
で
欠
く
障
害

▽
１
下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障
害

精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳

１
級
、
２
級
の
人

療
育
手
帳

Ａ
（
重
度
）
判
定
の
人

国
民
年
金
法
な
ど

の
障
害
年
金

１
級
、
２
級
の
人

●

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係
（
☎
㉓
２
１
５
３
）

障
害
が
あ
る
人
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
に
つ
い
て

輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
や
貨
物
取
扱

量
の
さ
ら
な
る
増
加
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
日
、
コ
ン
テ
ナ
船
が
入
港

し
た
七
ツ
島
北
２
号
岸
壁
で
は
、

関
係
者
が
出
席
し
て
歓
迎
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
塚
部
芳
和
市
長

は
、「
こ
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
の
開

設
で
、
荷
主
の
利
便
性
は
飛
躍
的
に

向
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
に
も
な
お

一
層
の
弾
み
が
つ
く
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
伊
万
里
港
と
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦

略
港
湾
・
神
戸
港
を
結
ぶ
『
国
際

フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
』（
主
要
港
と

地
方
港
を
結
ぶ
定
期
航
路
）
が
初

め
て
開
設
さ
れ
、
10
月
３
日
、
就

航
し
た
コ
ン
テ
ナ
船
『
た
か
と
り
』

が
、
伊
万
里
港
に
初
め
て
寄
港
し

ま
し
た
。

　
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
は
、
国

内
の
主
要
港—

地
方
港
間
を
支
線

（
フ
ィ
ー
ダ
ー
）
と
位
置
づ
け
た
航

路
の
こ
と
で
、
国
土
交
通
省
が
国

際
競
争
力
の
向
上
を
目
的
に
集
荷

対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
伊
万
里
港
で
は
、
平
成
９
年
に

国
際
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
が
開
設

さ
れ
て
以
来
、現
在
４
航
路
（
華
南
・

韓
国
、
大
連
・
青
島
、
上
海
、
釜
山
）

で
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
地
域
に
輸
出
す
る
た
め
に

は
、
複
数
の
国
内
港
を
経
由
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
日
数
を

要
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
国
際

フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
が
開
設
さ
れ
た

こ
と
で
、
神
戸
港
の
み
を
経
由
し

て
北
米
や
欧
州
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
世
界
各
国
に
コ
ン
テ
ナ
を

輸
送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

世
界
へ
輸
送
網
が
拡
大
す
る

新
航
路
に
取
扱
貨
物
の
増
加
を
期
待

『
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
』
が
新
た
に
開
設
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申込書・関係書類は、各園・事業所・福祉課にあります。入園を希望する園または事業所に直接申し込んでください。
● 対象者　保護者が仕事や病気などのために、保育を必要とする乳幼児

※ 在園児で継続して入園を希望する場合も、申し込みが必要です。

※ 家事都合や下の子の育児、小学校入学準備、集団生活への適応のためという理由は対象になりません（その場合は、

　 一時預かりなどを利用してください）。
● 申込書配布開始　11 月４日（水）
● 受付期間　12 月１日（火）～ 11 日（金）（土・日曜日は除く）（提出先は、第１希望の園・事業所）

※12 月 14 日（月）以降は、福祉課で受け付けます（期間内に提出した人を先行して調整します）。

※ 都合により市外の保育園への入園を希望する人は、福祉課子育て支援室に申し込んでください。
● 入園申し込みの流れ

● 市内の保育園・認定こども園・小規模保育事業所
▷保育園

▷認定こども園

▷小規模保育事業所

（※）平成 28 年４月開設予定　

申し込み受け付けます

● 問合先　福祉課子育て支援室 (　 ☎㉓２１７４)保育園・認定こども園・小規模保育事業所

平成 28 年度入園児

⇒

保育園・認定こども園・小規模保育事業所・市立幼稚園

市立幼稚園

⇒

申込書・関係書類は、各園にあります。入園を希望する園に直接申し込んでください。
● 対象者　平成 22 年４月２日〜平成 25 年４月１日生まれの幼児

※ 黒川・波多津町以外からの入園や、年度途中で満３歳になる幼児の入園も可能です。
● 受付期間　11 月２日（月）～ 12 月 18 日（金）（土・日曜日、祝日は除く）
※ 給食あり（春・夏・冬休みの長期休業中を除く）。
● 申込・問合先 　　黒川幼稚園（☎㉗０６０９）、波多津東幼稚園（☎㉕０７６９)

各園または福祉課で関係
書類を受け取る

関係書類（勤務証明書、課
税証明書など）を準備する

第１希望の市内の園に提
出する

所在地 施設名 電話番号 所在地 施設名 電話番号
伊万里地区 伊万里保育園 ㉓３２６１

二里町
中里保育園 ㉒５６４７

大坪地区 大坪保育園 ㉓２６８９ 医王保育園 ㉓２３３７
牧島地区 牧島保育園 ㉓６０４９ 大里保育園 ㉓３３３５
松浦町 松浦保育園 ㉖２０４１

東山代町

長浜保育園 ㉒２７１７
大川町 大川保育園 ㉙２０７８ 里保育園 ㉘１９７０
南波多町 南波多保育園 ㉔２００５ 脇野保育園 ㉒３２２６

立花地区
みなみ保育園 ㉓１１９０ 大久保保育園 ㉘４６２４
立花保育園 ㉓２０９０

山代町

楠久保育園 ㉘０６２６
大川内町 大川内保育園 ㉒２４５１ 鳴石保育園 ㉘０５２４
黒川町 たんぽぽ保育園 ㉗２４４３ 久原保育園 ㉘２０５１
波多津町 波多津保育園 ㉕００２７ さくら保育園 ㉘３５０３
二里町 川東保育園 ㉒２７１６

所在地 施設名 電話番号
立花地区 伊万里幼稚園 ㉓２８８１

所在地 施設名 電話番号 所在地 施設名 電話番号
伊万里地区 こどもの森 Pooh ㉕９１２３ 二里町 ベビーランドおりこうさん ㉓０７７７

大坪地区 ベビーシッターエン
ジェル保育所 ㉓５０１０

立花地区
愛育園（※） ㉒７３５３

大川内町 にこにこ保育所 ㉓０８６８ 双葉園（※） ㉓０９２０
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伊万里市立花町１３５５番地１

総務部 情報広報課 広報係　行

伊万里市役所

〒８４８- ８５０１

あなたの年齢、性別、お
住まいを教えてください。

■年齢

（　　　）歳

■性別

　男　・　女

■お住まいの地区

　伊万里・牧島・大坪・
　立花・大川内・黒川・
　波多津・南波多・大川・
　松浦・二里・東山代・
　山代・市外

↓切り取り線

郵送する場

合は、52 円

切手を貼っ

てください

市民の皆さんの意見を
できるだけ紙面に生か
していきたいと考えて
います。『広報紙につい
てのアンケート』に、
ぜひ、ご協力をお願い
します【裏面ハガキ 10
ページにもご記入くだ
さい】。

● 募集期限　12 月 10 日（木）
● 提出方法　下のアンケート用紙（両面）に記入後、はさみなど

で切り取り、52 円切手を貼
は

って郵送するか、市役所や公民館
に設置している『広報紙へのご意見回収袋』に入れてください。

● 広報紙へのご意見回収袋設置場所
　市役所総合案内、各町公民館、市民図書館
※ 回収袋に入れる場合、切手は不要です。

市民と行政との間を身近な情報でつなぐまちの広報紙は、よ
く『住民と行政をつなぐパイプ役』に例えられます。広報
紙を通じて、まちとそこに住む人が共通の意識を持ち、お
互いの信頼関係を築いていくためには、読者である皆さん
の声が欠かせません。広報伊万里は、これまでもこれから
も伊万里のまちの姿を綴

つづ

っていきます。まちのみんなで作
る広報紙に、たくさんのご意見、ご感想をお待ちしています。

広報紙について『あなたの声』を聞かせてください

　
松
浦
町
に
建
設
中
の
４
市
５
町
の
ご
み
処
理
施
設
が
平
成
28
年
１

月
か
ら
稼
働
す
る
こ
と
に
伴
い
、
家
庭
で
排
出
す
る
ご
み
の
分
別
方

法
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
前
に
、
ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
に
つ
い
て
次
の
日
程
で
住

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

ご
み
分
別
に
関
す
る

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

地
区
・
町

開
催
日
時

伊
万
里

11
月
16
日
（
月
）　
午
後
７
時

牧
　
島

11
月
20
日
（
金
）　
午
後
１
時
30
分

大
　
坪

11
月
16
日
（
月
）　
午
後
７
時

立
　
花

11
月
17
日
（
火
）　
午
後
７
時

大
川
内

区
長
会
で
説
明

黒
　
川

11
月
24
日
（
火
）　
午
後
７
時

波
多
津

11
月
16
日
（
月
）　
午
後
７
時

南
波
多

11
月
21
日
（
土
）　
午
後
７
時

大
　
川

12
月
２
日
（
水
）　
午
後
６
時

松
　
浦

11
月
18
日
（
水
）　
午
後
７
時

二
　
里

11
月
26
日
（
木
）　
午
後
７
時

東
山
代

11
月
19
日
（
木
）　
午
後
７
時

山
　
代

11
月
25
日
（
水
）　
午
後
６
時
30
分

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
各
地
区
・
町
公
民
館
で
す
。

来
年
１
月 

新
ご
み
処
理
施
設
が
稼
働
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● 日　程【全４回】

　12 月６日（日）、

　平成 28 年１月 24 日（日）、

　２月７日（日）、３月６日（日）

● 時　間　午後１時～４時

● 場　所　市民センター 調理室

● 対象者　16 歳以上の人

※小学校高学年以下の子どもを同伴

することはできません。

● 講　師　川原真紀さん

● 定　員　10 人程度

● 受講料　2,000 円

（500 円 × ４回）

● 材料費　3,000 円（４回分）

● 応募期限　11 月 20 日（金）

↑切り取り線

Ｑ.『広報伊万里』（毎月１日発行）、『市役所だより』（毎月 15 日発行）を読んでいますか？

　　□に✓をつけてください。

　　□毎回読んでいる　□時々読んでいる　□ほとんど読んでいない

Ｑ . よく読むコーナーはどれですか？　□に✓をつけてください（複数回答可）。

【広報伊万里】　□すべて

　　□表紙　□特集　□インフォメーション・伊万里　□市長雑感　□教育と文化　

　　□スポーツ　□みんなの広場　□ほがらかページ

　　□伊万里のレシピ　□わが家のアルバム　□伊万里のやんぐ・ウォーカー

　　□くらしのチャンネル　□裏表紙　□編集室から

【市役所だより】□すべて

　　□お知らせ、ぼしゅう、しけん　□こんにちは図書館です　□保健コーナー

Ｑ . もっと取り上げてほしいことや広報紙についてのご意見など、自由に記入してください。

表面・裏面の両方に記入

し、52 円切手を貼
は

って

郵送するか、市役所総合

案内や各町公民館、市民

図書館に設置している

『広報紙へのご意見回収

袋』へ入れてください。

※回収袋に入れる場合、

切手は不要です。

※郵送の場合、回答期限

はありません。

【 回収袋設置場所 】
市役所総合案内、各町公
民館（伊万里・牧島・大坪・
立花・大川内・黒川・波
多津・南波多・大川・松
浦・二里・東山代・山代）、
市民図書館

市民センター カルチャー体験講座　　受講者募集
● 申込・問合先　市民センター（ 　 ☎㉒３９１１、　　㉒４９１１）FAX

市民センターでは、次のカルチャー体験講座を開催します。あなたも気軽に参加してみませんか。

● 日　程【全４回】

　１月 19 日（火）、26 日（火）、

　２月２日（火）、９日（火）

● 時　間　午後６時 30 分

～８時 30 分

● 場　所　市民センター クラフト室

● 対象者　年齢・性別は問いません

● 講　師　前川朱美さん

● 定　員　10 人程度

● 受講料　2,000 円

（500 円 × ４回）

● 材料費　2,000 〜 3,000 円

（４回分）

● 応募期限　12 月 18 日（金）

あなたの好きな花を作ってみませんか

アメリカンフラワー教室

● 日　程【全４回】

　平成 28 年１月９日（土）、

　16 日（土）、23 日（土）、

　30 日（土）

● 時　間　午後１時～２時 15 分

● 場　所　市民センター 

トレーニングルーム

● 対象者　年齢・性別は問いません

※医師から運動を止められている人

は参加できません。

● 講　師　吉武　亮さん

● 定　員　20 人程度

● 受講料　2,000 円

（500 円 × ４回）

● 応募期限　12 月 28 日（月）

運動初心者のための

ウォーキングとストレッチ

卵・乳製品・白砂糖を使わない

ナチュラルスイーツ教室
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■土地について
▷販売区画・面積・価格
 • 区画番号  行政 4-1

　面積 383.18 ㎡（約 116 坪）・価格 10,997,266 円
 • 区画番号  行政 4-2

　面積 366.02 ㎡（約 110 坪）・価格   9,699,530 円
▷土地の所在　伊万里市立花町字萱村地内（左図参照）
▷土地の状況　都市計画区域内　第一種中高層住居専用地域
　建ぺい率 60 ㌫、容積率 200 ㌫、上・下水道完備、都市

ガス有り

■抽選について
▷抽選分譲参加申込期間
　　　　　　　11 月９日（月）～ 12 月４日（金）
▷抽選会日時　12 月 21 日（月）午後２時
　　　　　　　（受付）午後１時 15 分
▷抽選場所　　伊万里市役所　大会議室

■申し込みについて
▷申し込みに必要な書類（各１通）
 • 立花台地第２期開発地区宅地分譲申込書、市税納税証明書、
　誓約書
 • 運転免許証または健康保険証の写し（個人の場合）
 • 法人登記簿謄本（法人の場合）

※分譲申込者の資格や、分譲・申し込みの条件、抽選方法な
どの詳細は、問い合わせてください。

※新規分譲地以外の既存分譲地については、随時購入者を募
集しています。

位置図

市では、新たに造成した２区画を抽選により分譲します。購入希望者は、必要書類を添えて申し込んでください。

区画図

【平成27年10月20日現在】

● 申込・問合先　都市開発課都市計画係（　 ☎㉓２４７６）

立花台地第２期開発地区分譲地　購入者募集

↑改築工事（北校舎）と改修工事（南校舎など）が完了した二里小学校の全景

　
30
日
に
は
、
全
校
生
徒
や
関
係

者
な
ど
約
４
０
０
人
が
出
席
し
て

落
成
式
が
行
わ
れ
、
児
童
を
代
表

し
て
６
年
の
川
原
正ま
さ

臣お
み

さ
ん
が

「
気
持
ち
も
新
た
に
、
新
し
い
校
舎

に
恥
じ
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
９
月
、
二
里
小
学
校
校
舎
な
ど

の
改
築
お
よ
び
改
修
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。
旧
校
舎
は
、
北
校
舎

が
昭
和
40
〜
42
年
、
南
校
舎
が
昭

和
45
〜
48
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
い
ず
れ
も
40
年
以
上
が
経
過

し
て
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
診
断

で
改
築
や
改
修
が
必
要
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
工
事

が
望
ま
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
北
校
舎
（
３
階
建
て
）
や

南
校
舎
（
一
部
鉄
骨
造
、
２
階

建
て
）
の
ほ
か
、
体
育
館
横
に
屋

外
ト
イ
レ
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
延

べ
床
面
積
４
４
６
５
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
総
事
業
費
は
、
約

12
億
２
８
０
０
万
円
で
す
。

　
校
舎
は
、
南
北
２
棟
が
中
庭
を

中
心
に
並
立
し
て
お
り
、
北
校
舎

１
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
天
井

部
分
ま
で
の
吹
き
抜
け
を
採
用
す

る
な
ど
、
一
体
感
と
ゆ
と
り
が
あ

る
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
発
生
時
に
避
難
で
き
る
よ
う

に
屋
上
を
平
ら
に
設
計
し
、
そ
こ

に
通
じ
る
外
階
段
も
設
置
し
た
ほ

か
、
段
差
解
消
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

完
備
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

二
里
小
学
校
校
舎
が
落
成

新
校
舎
で
児
童
の
気
持
ち
も
新
た
に
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中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

李リ 

娜ナ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト 

⑥ 

↑住宅用火災警報器などの交付を
受けた松浦町区長会の皆さん

　
９
月
17
日
、
一
般
社
団
法
人
全

国
消
防
機
器
協
会
か
ら
、
松
浦
町

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
１
０
０
個

と
住
宅
用
消
火
器
25
本
、
防
炎
エ

プ
ロ
ン
・
ア
ー
ム
カ
バ
ー
25
組
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
協

会
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ

で
、
住
民
の
住
宅
防
火
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
普
及

促
進
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
松
浦
町
で
は
、
高

松
浦
町
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
交
付

協
働
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
山
代

町
鳴
石
区
が
整
備
を
進
め
て
い
た
屋

外
放
送
設
備
の
更
新
と
自
治
公
民

館
の
机
・
椅
子
の
購
入
が
、
９
月

末
に
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
災
害
発
生
時
や
緊
急
時
に
お
け

る
的
確
な
情
報
伝

達
が
可
能
に
な
る

と
と
も
に
、
自
治
公
民
館
で
の
サ
ロ

ン
事
業
な
ど
が
充
実
し
、
地
域
住

民
の
安
全
確
保
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
で
行
う
事
業
や

活
動
に
必
要
な
設
備
の
整
備
の
た

め
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
を
広
報
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

齢
者
の
み
の
世
帯
に
重
点
的
に
配

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

鳴
石
区
に
放
送
設
備
な
ど
を
整
備

住
民
の
安
全
確
保
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
活
用

↑
更
新
さ
れ
た
屋
外
放
送
設
備
（
上
）

と
購
入
さ
れ
た
机
・
椅
子
（
下
）

　
時
間
が
過
ぎ
る
の
は
本
当

に
早
く
、
１
年
間
の
公
務
研
修

も
と
う
と
う
修
了
と
な
り
ま

し
た
。
伊
万
里
で
の
１
年
を
振

り
返
っ
て
見
る
と
、
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
充
実
し
た
研
修
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
日
本
の
伝
統
文
化
や
、

風
習
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
自
身
が
豊
か
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
職
場
で
は
、
上
司
や
同
僚

た
ち
か
ら
親
切
に
ご
指
導
い

た
だ
き
、
庁
内
各
部
署
を
回
っ

て
、
業
務
内
容
を
詳
し
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
の

行
政
組
織
と
仕
事
の
流
れ
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
職
員
た
ち
の
仕
事
に
対
し

て
の
熱
心
さ
や
ま
じ
め
さ
に

感
心
し
ま
し
た
。
現
地
視
察

に
も
行
き
ま
し
た
。
七
ツ
島

工
業
団
地
や
大
川
梨
選
果
場
、

大
川
浄
水
場
、
伊
万
里
向
陽
園

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
月
か
ら
始
ま
っ
た
中
国

語
教
室
で
は
、
受
講
生
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
通
し
、
私
も
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
生
の

熱
心
に
勉
強
す
る
姿
を
見
て
、

と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。
伊

万
里
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
で
は
、

総
踊
り
に
参
加
し
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

大
川
内
山
の
景
色
は
、
ま
る

で
中
国
の
山
水
画
の
よ
う
で
、

そ
こ
に
は
高
い
技
術
で
作
ら

れ
た
鍋
島
焼
が
あ
り
ま
す
。
私

も
、
こ
の
美
し
い
磁
器
が
大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
こ
伊
万
里
で

学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の

生
活
や
仕
事
に
生
か
し
、
伊

万
里
の
魅
力
を
大
連
の
皆
さ

ん
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
伊
万
里
の
皆
さ
ん
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
別
れ
は

と
て
も
名
残
惜
し
い
で
す
が
、

い
つ
か
ま
た
会
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
大
連
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
来
訪
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

１年間の公務研修を終えて

李
リ

  娜
ナ

 さんが中国・大連 に 帰国

伊万里の皆さん、
また会いましょう

再サ
イ 

見
チ
エ
ン

！

〜最終回〜
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日
本
に
は
、
地
域
の
自
然
や

気
候
、
風
土
な
ど
に
強
い
影
響

を
受
け
な
が
ら
伝
承
さ
れ
て
き

た
民
謡
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
民
謡
を
通
じ
て
、
地
域
文

化
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
民

謡
平
成
会
の
会
主
・
渕ふ

ち 

英え
い

詔し
ょ
う

さ

ん
は
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
内

に
残
る
民
謡
を
発
掘
す
る
か
た

わ
ら
、
子
ど
も
や
多
く
の
お
弟

子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
る
な
ど
、

民
謡
の
伝
承
・
普
及
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
民
謡
平
成
会
の

発
足
20
周
年
を
記
念
し
た
発
表

会
が
市
民
会
館
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
７
時
間
に
及
ぶ
演
目
を

私
も
じ
っ
く
り
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
渕
さ
ん
と
交

流
が
あ
る
多
く
の
民
謡
歌
手
や

指
導
者
な
ど
が
県
内
外
か
ら
駆

け
つ
け
、
民
謡
、
舞
踊
、
歌
謡

な
ど
を
披
露
さ
れ
、
ま
さ
に
圧

巻
の
一
語
で
し
た
。
ま
た
、
岡

山
県
の
『
宮
坂
流
津
山
』
の
踊

り
を
は
じ
め
、
渕
さ
ん
の
愛ま

な

弟

子
で
伊
万
里
市
出
身
の
演
歌

歌
手
で
あ
る
池
田
輝て

る

郎お

さ
ん
や

力
武
杏あ

ん

奈な

さ
ん
な
ど
が
華は

な

を
添

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
謡
平
成
会
は
、
会
員
数

１
６
０
人
を
誇
る
九
州
有
数
の

団
体
で
す
。
渕
さ
ん
直
伝
の
会

員
さ
ん
が
、
全
国
規
模
の
大
会

な
ど
で
優
勝
や
グ
ラ
ン
プ
リ
受

賞
を
果
た
さ
れ
て
お
り
、
伊
万

里
の
名
を
全
国
に
轟

と
ど
ろ

か
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

民
謡
は
、
古
来
か
ら
人
々
の

生
活
や
地
域
の
風
土
の
中
で
育

は
ぐ
く

ま
れ
た
伝
統
芸
能
そ
し
て
民
俗

文
化
で
あ
り
、
ま
さ
に
『
ふ
る

さ
と
の
宝
』
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
後
世
に
伝
承
す
べ
き
芸
道

で
も
あ
り
ま
す
。
改
正
教
育
基

本
法
で
は
、
教
育
目
標
に
『
伝

統
と
文
化
を
尊
重
し
、
国
と
郷

土
を
愛
す
る
』
こ
と
が
示
さ
れ
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
中
学
校
の

音
楽
科
の
教
材
に
民
謡
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
民
謡
平

成
会
20
年
の
歩
み
は
、
渕
さ
ん

の
民
謡
を
通
じ
た
芸
道
の
発
掘

と
伝
承
の
輝
か
し
い
軌
跡
で
あ

り
、
こ
の
伊
万
里
の
地
に
民
謡

平
成
会
が
根
付
か
れ
て
い
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
渕
先

生
は
、
伊
万
里
の
宝
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
私
た
ち
日
本
人
の

心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
民
謡
の

普
及
・
発
展
に
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

民　

謡
市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

　
９
月
23
日
、
市
役
所
車
庫
前
で

開
催
さ
れ
た
伊
万
里
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
に
お
い
て
、
環
境
美
化
功

労
者
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
地
域
の
環
境
保
全
や

美
化
に
関
す
る
活
動
を
継
続
し
て

行
う
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
個
人
や

団
体
を
『
環
境
保
全
お
よ
び
美
化

に
関
す
る
功
労
者
』
と
し
て
、
平

成
10
年
度
か
ら
毎
年
表
彰
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
個
人
２
人
と
２

団
体
を
表
彰
し
、
塚
部
芳
和
市
長

が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

↑リサイクルフェアで、所狭しと並ぶ物品の中
からお目当ての品を買い求める来場者

【
個
人
表
彰
】

●

大
川
内
ハ
ツ
ノ
さ
ん
（
木
須
東
）

●

桑
本
　
俊
策
さ
ん
（
白
野
）

【
団
体
表
彰
】

●

板
木
老
人
ク
ラ
ブ
（
波
多
津
町
）

●

渚
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
立
花
地
区
）

　
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
は
、

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
生
活
用
品

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
市
内
23
の
個
人
や

団
体
が
出
店
。
日
用
雑
貨
や
衣
類
、

陶
磁
器
な
ど
の
掘
り
出
し
物
が
格

安
で
手
に
入
る
と
あ
っ
て
、
会
場

は
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

第
20
回
伊
万
里
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
開
催

環
境
美
化
功
労
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

↑長年、地域の環境美化に貢献している受賞者の皆さん

　
10
月
21
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
た

佐
賀
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
式

に
お
い
て
、
市
交
通
対
策
協
議
会

が
『
優
良
市
町
交
通
対
策
協
議
会

表
彰
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
26
年
度
に
お
け
る
交
通

安
全
に
関
す
る
取
り
組
み
（
交
通

事
故
の
防
止
や
飲
酒
運
転
の
根
絶

な
ど
）
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、こ
の
日
の
表
彰
式
で
は
『
交

通
安
全
功
労
者
表
彰
』
も
行
わ
れ
、

高
森 

保
た
も
つ
さ
ん
（
新
天
町
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
高
森
さ
ん
は
、
平

成
７
年
か
ら
21
年
ま
で
14
年
７
か

月
に
わ
た
っ
て
市
交
通
安
全
指
導

員
を
務
め
ら
れ
、
毎
日
の
街
頭
指

導
や
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
教
室

で
の
講
話
な
ど
を
通
し
て
、
市
民

の
交
通
事
故
の
防
止
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

↑受賞を喜ぶ市協議会担当者

平
成
27
年
度
佐
賀
県

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

市
交
通
対
策
協
議
会
が

受
賞
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